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１．2026年８月期第３四半期の業績（2025年９月１日～2026年５月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年８月期第３四半期 6,896 △0.3 467 4.0 465 3.4 306 △13.9
2025年８月期第３四半期 6,917 △3.5 450 21.8 450 20.3 356 93.6

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年８月期第３四半期 63.35 －
2025年８月期第３四半期 73.67 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年８月期第３四半期 8,061 4,498 55.7
2025年８月期 7,488 4,170 55.6

(参考) 自己資本 2026年８月期第３四半期 4,492百万円 2025年８月期 4,163百万

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年８月期 － 0.00 － 13.00 13.00
2026年８月期 － 0.00 －
2026年８月期(予想) 13.00 13.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年８月期の業績予想（2025年９月１日～2026年８月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,867 7.1 620 10.2 617 9.1 373 △13.8 77.22

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年８月期３Ｑ 5,460,400株 2025年８月期 5,460,400株

② 期末自己株式数 2026年８月期３Ｑ 586,054株 2025年８月期 625,154株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年８月期３Ｑ 4,839,342株 2025年８月期３Ｑ 4,833,662株

（注）期末自己株式数には、「従業員向け株式交付信託」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行(信託口)が

保有する当社株式(2026年８月期３Ｑ 214,500株、2025年８月期 250,000株)が含まれております。

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではあ
りません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四
半期決算に関する定性的情報 （３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

（経営成績の状況）

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調で推移したもの

の、物価上昇の継続や金融政策の動向、海外景気の下振れリスクなどにより、先行き不透明な状況が続いておりま

す。

一方で中東情勢やウクライナ情勢をはじめとする地政学的リスクの継続に加え、エネルギー価格や原材料価格の

高止まり、物流コストの上昇などにより、事業環境は厳しい状況で推移しております。

当社の当第３四半期累計期間における売上高は6,896,490千円となり前年同四半期累計期間比(以下、「前年同期

比」)20,627千円の減収、営業利益は467,957千円で前年同期比17,872千円の増益、経常利益は465,718千円で前年同

期比15,520千円の増益、四半期純利益は306,579千円で前年同期比49,532千円の減益となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

① ネット印刷通信販売事業

ネット印刷通信販売事業の業績は以下のとおりであります。

前事業年度

第３四半期

当事業年度

第３四半期
増減

印刷売上高合計 6,799,627千円 6,802,644千円 3,016千円

（内訳）大口得意先 2,026,129千円 1,879,640千円 △146,488千円

大口以外の得意先 4,773,498千円 4,923,003千円 149,505千円

新規獲得数 10,449件 9,428件 △1,021件

新規獲得数における広告費（１件当たり） 6,504円 7,574円 1,070円

ネット印刷通信販売事業におきましては、前事業年度第３四半期に比べ大口得意先の印刷売上高が減少しており

ますが、前事業年度からの利益率を重視する方針を継続しており、大口以外の得意先の印刷売上高が増加している

ことから、結果として印刷売上高合計についても増加いたしました。

このような状況のもと、当社は2030年８月期までの中期経営計画を策定し、下記４項目を重要なポイントと定め、

全社的な取り組みを進めております。

１．旺盛なインターネット通販需要の取り込みに向け、九州第二工場（仮称）増設による生産キャパ拡大

２．外注の内製化、原材料の削減効果により利益率のＵＰを図る

３．全国の中小印刷業者の受託印刷業者としての地位確立（Win Win 関係）

４．ＥＳＧ経営の推進による、全てのステークホルダーへの貢献と社会への貢献の基盤構築

また、事業戦略本部を中心に、ＤＸＰＯ等の展示会へ積極的に出展することにより同業者への認知度を高めたり、

ＢｔｏＢ、ＢｔｏＣ顧客の双方にとって利便性の高いプラットフォーム化を進める等、新規顧客の獲得や受注増加

につながる施策を進めてまいります。

なお、当第３四半期会計期間末時点で稼働している大型オフセット印刷機は、前事業年度末と変わらず合計９台

となっております。

この結果、売上高は6,832,267千円で前年同期比11,371千円の減収、セグメント利益は626,949千円で前年同期比

37,673千円の増益となっております。

② その他の事業

その他の事業の売上高は64,223千円で前年同期比9,255千円の減収、セグメント損失は2,029千円で前年同期比

3,453千円の減益となっております。



プリントネット株式会社(7805) 2026年８月期 第３四半期決算短信

― 3 ―

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期会計期間末における流動資産合計は、前事業年度末に比べ177,966千円減少し、3,147,298千円とな

りました。その主な要因は、現金及び預金が183,856千円減少したこと等によるものです。

当第３四半期会計期間末における固定資産合計は、前事業年度末に比べ751,486千円増加し、4,914,301千円とな

りました。その主な要因は、有形固定資産が791,142千円増加したこと等によるものです。

この結果、当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ573,520千円増加し、8,061,600千

円となりました。

(負債)

当第３四半期会計期間末における流動負債合計は、前事業年度末に比べ361,086千円増加し、2,856,132千円とな

りました。その主な要因は、買掛金が169,461千円減少したこと、１年内返済予定の長期借入金が201,729千円減少

したこと及び短期借入金が972,947千円増加したこと等によるものです。

当第３四半期会計期間末における固定負債合計は、前事業年度末に比べ116,070千円減少し、706,742千円となり

ました。その主な要因は、長期借入金が130,818千円減少したこと等によるものです。

この結果、当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ245,016千円増加し、3,562,875千

円となりました。

(純資産)

当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ328,503千円増加し、4,498,724千円となり

ました。その主な要因は、利益剰余金が306,579千円増加したこと等によるものです。

この結果、自己資本比率は55.7％となり、前事業年度末に比べ0.1ポイント増加しました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の経営環境につきましては、不安定な国際情勢や円安等による原材料価格の動向等、依然として不透明な状

況が続くものと予測されますが、現時点において2026年８月期の通期業績予想につきましては、2025年10月14日公

表の業績予想から変更はありません。

今後業績予想の修正が必要と判断した場合には速やかに公表いたします。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)
前事業年度

(2025年８月31日)
当第３四半期会計期間
(2026年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,526,957 1,343,100

受取手形及び売掛金 677,332 684,337

商品及び製品 12,875 10,596

仕掛品 22,644 36,245

原材料及び貯蔵品 844,090 811,156

その他 242,680 263,191

貸倒引当金 △1,316 △1,330

流動資産合計 3,325,265 3,147,298

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 830,404 799,924

機械及び装置（純額） 1,412,662 1,184,852

土地 1,254,530 1,258,921

建設仮勘定 109,932 1,026,183

その他（純額） 132,673 261,461

有形固定資産合計 3,740,202 4,531,344

無形固定資産 165,123 159,829

投資その他の資産

投資その他の資産 266,879 224,792

貸倒引当金 △9,390 △1,664

投資その他の資産合計 257,488 223,127

固定資産合計 4,162,815 4,914,301

資産合計 7,488,080 8,061,600

負債の部

流動負債

買掛金 952,521 783,059

短期借入金 300,000 1,272,947

１年内返済予定の長期借入金 416,765 215,036

未払法人税等 184,058 31,492

賞与引当金 60,567 33,486

株式給付引当金 22,649 21,150

その他 558,484 498,960

流動負債合計 2,495,046 2,856,132

固定負債

長期借入金 421,486 290,668

ポイント引当金 7,694 7,089

退職給付引当金 142,395 154,014

長期未払金 200,304 200,304

その他 50,932 54,666

固定負債合計 822,812 706,742

負債合計 3,317,858 3,562,875

純資産の部

株主資本

資本金 815,722 815,722

資本剰余金 813,744 814,006

利益剰余金 2,877,577 3,184,156

自己株式 △375,185 △350,376

株主資本合計 4,131,858 4,463,509

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 32,032 28,885

評価・換算差額等合計 32,032 28,885

新株予約権 6,330 6,330

純資産合計 4,170,221 4,498,724

負債純資産合計 7,488,080 8,061,600
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2025年９月１日
至 2026年５月31日)

売上高 6,917,117 6,896,490

売上原価 5,327,782 5,275,699

売上総利益 1,589,335 1,620,791

販売費及び一般管理費 1,139,251 1,152,833

営業利益 450,084 467,957

営業外収益

受取利息 569 1,612

受取配当金 1,244 2,177

受取賃貸料 6,363 5,926

その他 2,255 3,219

営業外収益合計 10,432 12,935

営業外費用

支払利息 7,436 11,850

賃貸費用 2,619 2,934

支払手数料 73 202

その他 190 186

営業外費用合計 10,319 15,174

経常利益 450,197 465,718

特別利益

固定資産売却益 718 355

保険解約返戻金 105,080 13,622

事業譲渡益 6,942 －

特別利益合計 112,741 13,977

特別損失

固定資産除却損 0 6,151

特別損失合計 0 6,151

税引前四半期純利益 562,939 473,544

法人税、住民税及び事業税 187,182 147,306

法人税等調整額 19,645 19,658

法人税等合計 206,827 166,965

四半期純利益 356,111 306,579
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2024年９月１日 至 2025年５月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期損益
計算書計上額

(注３)ネット印刷
通信販売事業

計

売上高

印刷売上高 6,799,627 6,799,627 － 6,799,627 － 6,799,627

資材売上高 39,252 39,252 － 39,252 － 39,252

その他売上高 4,758 4,758 73,478 78,237 － 78,237

顧客との契約から生じる
収益

6,843,638 6,843,638 73,478 6,917,117 － 6,917,117

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 6,843,638 6,843,638 73,478 6,917,117 － 6,917,117

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 6,843,638 6,843,638 73,478 6,917,117 － 6,917,117

セグメント利益
589,276 589,276 1,423 590,699 △140,615 450,084

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、薬局事業等です。

２．セグメント利益の調整額△140,615千円は報告セグメントに配分していない全社費用です。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2025年９月１日 至 2026年５月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期損益
計算書計上額

(注３)ネット印刷
通信販売事業

計

売上高

印刷売上高 6,802,644 6,802,644 － 6,802,644 － 6,802,644

資材売上高 25,714 25,714 － 25,714 － 25,714

その他売上高 3,908 3,908 64,223 68,132 － 68,132

顧客との契約から生じる
収益

6,832,267 6,832,267 64,223 6,896,490 － 6,896,490

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 6,832,267 6,832,267 64,223 6,896,490 － 6,896,490

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 6,832,267 6,832,267 64,223 6,896,490 － 6,896,490

セグメント利益又は
損失（△）

626,949 626,949 △2,029 624,920 △156,962 467,957

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、薬局事業等です。

２．セグメント利益又は損失の調整額△156,962千円は報告セグメントに配分していない全社費用です。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとおりであり

ます。

前第３四半期累計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2025年９月１日
至 2026年５月31日)

減価償却費 362,099千円 388,209千円

のれんの償却額 4,239 279
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年７月11日

プリントネット株式会社

取締役会 御中

監査法人かごしま会計プロフェッション
鹿児島県鹿児島市

指定社員
公認会計士 森 毅 憲

業務執行社員

指定社員
公認会計士 東 和 宏

業務執行社員

監査人の結論

当監査法人は、 四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているプリントネット株式会社の2025年９月１日から2026年８月31

日までの第41期事業年度の第３四半期会計期間（2026年３月１日から2026年５月31日まで）及び第３四半期累計期間

（2025年９月１日から2026年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、 すなわち、 四半期貸借対照表、 四半期損益計算書及

び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、 上記の四半期財務諸表が、 株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証

券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関

する会計基準（ただし、 四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、 我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期中レビ

ューの基準における当監査法人の責任は、 「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査

法人は、 我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に

従って、 会社から独立しており、 また、 監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、 結論の表明の基

礎となる証拠を入手したと判断している。

その他の事項

会社の2025年８月31日をもって終了した前事業年度の第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間に係る四半期財務諸表

は、 期中レビューが実施されていない。会社の2025年８月31日をもって終了した前事業年度の財務諸表は、 前任監査人によっ

て監査が実施されている。前任監査人は、 当該財務諸表に対して2025年11月26日付けで無限定適正意見を表明している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、 株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１

項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、 四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、 不正又

は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ

とが含まれる。
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四半期財務諸表を作成するに当たり、 経営者は、 継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であるかどうか

を評価し、 株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が

国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、 四半期財務諸表等の作成基準第４条第

２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開

示する責任がある。

監査等委員会の責任は、 財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、 監査人が実施した期中レビューに基づいて、 期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。

監査人は、 我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、 期中レビューの過程を通じて、 職業

的専門家としての判断を行い、 職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、 財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、 分析的手続その他の期中レビュー手続を

実施する。期中レビュー手続は、 我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸

表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、 重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められる

と判断した場合には、 入手した証拠に基づき、 四半期財務諸表において、 株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証

券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に

関する会計基準（ただし、 四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して

作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、 継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め

られる場合は、 期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、 又は重要な不確実性に関す

る四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、 四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求

められている。監査人の結論は、 期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、 将来の事象や状況により、 企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、 株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等

の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、 四半

期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、 監査等委員会に対して、 計画した期中レビューの範囲とその実施時期、 期中レビュー上の重要な発見事項につい

て報告を行う。

監査人は、 監査等委員会に対して、 独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、 並びに監査人

の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、 及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を

許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、 公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信提出会社)が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。


